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１　【提出理由】

本報告書は、ルノーの連結ベースでの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響

を与える事象が発生したことから、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する

内閣府令第19条第１項及び第２項第19号の規定に基づき提出するものである。

 
２　【報告内容】
 
（１）当該事象の発生年月日

 
2025年６月30日
 

（２）当該事象の内容
 
2025年6月30日現在、ルノー・グループは日産に対するルノー・グループの持分の会計処理方法
を変更した。この投資は、従前は持分法により会計処理されていたが、現在は資本を通じて公正
価値で測定される金融資産として会計処理される（日産の株価に基づき見積もられる）。
 
方法変更による会計上の影響
・この新たな会計処理の実施は、ルノー・グループが日産に対するルノー・グループの持分に関

連する権利行使の条件を最近変更したことに起因するものであり、これにより推定9.5十億

ユーロ
(*)

の損失が認識されたが、当該損失は変更日時点において、主に「その他の営業利益及
び営業費用」として損益計算書に計上され、現金への影響はなく、ルノー・グループが支払う
配当金の計算に影響ない。

・この金額は、2025年6月30日現在の日産の株価に基づく投資の現在の帳簿価額と推定公正価値
との差額に、日産の持分勘定有価証券に関連する転換準備金及び純投資ヘッジを振り替えた影
響額を加算した金額に相当する。

・その後、日産に対する持分の公正価値の変動（日産の株価に基づき見積もられる）は、資本に
直接計上される予定であり、ルノー・グループの当期純利益には影響ない。

・このアプローチは、ルノー・グループの財務諸表における日産に対する持分の価値を、日産の
株価の価値と一致させるものである。

 
(*)

　日産の株価350円及びユーロ/円の為替レートである169円に基づく見積り（最終的な金額は、ルノー・グループの半

期財務諸表が公表されたら確定する予定である。）。

 
（３）当該事象のルノーの連結損益に与える影響額

 
未定
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